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B 135 フ レ ア ー スカ- ト に お け る 裏 地 の効 果 に 関 す る 研?s
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〔(社)日 本家 政学 会

目 的　 フ レ ア ース カ ート の よ う に 裾 ま わり 寸 法 が 大 きV>  場 合 に は 、 裏 ス･カ ー ド の 形 状-p

裏 地 の 特 性 に よ っ て シ ル エ ッ ト や ノ ー ト 形 状 、 動 作 に よ る 揺 動 、 ま た 歩 行 時 の 着 心 地 な ど

が 異 な る の で は な い か と 考 え た 。 そ こ で 本 研 究 で は 裏 ス カ ―ト の 形 状 差 お よ ぴ 裏 地 の 特 性

と そ れ ら の 関 係 を と ら え 、被 服 構 成 上 の知 見 を 得 た の で 報 告 す る 。

方｡法　1. 試 料 は 性 状を 考 慮 し 、 表 地 は 混 紡｡ブ ロ ード。（*, ） 、 ウ ー ル ギ ャ バ （Ai ） 、 ウ

ー ル ジa  ー ゼ ッ ト （A. ） 、 裏 地 は キ ュ プ ラ デ シ ン(  B,  ） 、 レ ーヨ ン タ フ タ(   Bj ） 、 ポ リ エ

ス テ ル デ シ ン （B3    ） の 各 ３ 種 と･し た 。　2. 表 ス カ ー ト の 型 紙 は 被 蜻 者 の体 型 に よ る タ イ

ト ス カ ート 原 型 から 展 開し た 裾 ま わ り 寸 法3   2 0 ㎝ の も のと し た。 裏 ス カ ―ト は 裾 ま わ り 寸

法 が 表 ス カ｡― 卜 と 同 寸 （c,  ） 、15  %  減 （Cj ） 、30  %  減 （Ci  ） の ３ 種 とし た．　3. 静 的 外

観 効 果 を 観 察 す る た め に 人 台 に 下 垂 さ せ 、 ヘ ム 曲 線 を 写 真 に と り 、 ノ ート 形 状 、 シ ル エ ッ

ト 指 数 等 と 各 要 因 と の 関 係 を 検 討し た 。　4. 動 的 外 観 効 果 は 被 検 者 に ス カ ート を 着 用 さ

せ 、 ト レ ッ ド ミ ル （80m ／ min） 上 で 歩 行 を さ せ 、 そ の 状 態 を 正 面 か ら ビ デ オカ メ ラ で と ら

え 、 そ の 動 き を 観 察 し 、 各 要 因 と の関 係 を 検 討し た 。

結 果　1, ヘ ム 曲 線 の 形 状 因 子 は 、 ノ ート 数 は Ａ要 因 に 。 山 の 高 さ の 平 均 はA 、 Ｂ 要 因

に 危 険 率1  % で 有 剱 差 が 認め ら れ た が 、c  要 因 ば い ず れ の 形 状 因 子 に も 有 意一差 は 認 めら れ

ts. か っ た。　2.　 ド レ ープ 係 数 、 曲 げ 剛さ の 小 さ い 、 質 量 の 大 き い 表 地 ほ ど 歩 行 に よ り 被

検 者 の 前 面 に 出 現 す る ノ-   ト の 左 右 へ の揺 動 は 小 さ く 、 ま た 裏 地 の 種 類 や 形 状 に よ る 差 は

み ら れ な か っ た 。
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庶^ め色調 と有彩 色とめ関係

東 水禽咬大象眼　禾 曽ムタヽ６　o  表娠ごすえ　 粟田ま^

目徊　秀研 斟-^服娯走形 の八if）め島験研 肌の- つr  あ る。既I'v A 肩 の色欄と有彩 色と，ヽ

り剰 瞳恥 部や 好坪j- り略和 晋斗迄 心↑測 匹//sﾌ 人の々^  入今 生゜及滴 幻 馴 れ ＆め病

彩＆^ 色との卵 紅 っい て，明 石く見^ る色詞 ，賭く兄えう俳 恥 つ,ヽ て報告I 瓦。

対に現象i-3明泉 と深い闇係があると秀えられるので■,  色呵rこ依頼 に 明皮 ぐ，6%    8°の肴
色色紙 を作成ヒ 心理争爽昧 を佩み/≒

方去　 り芙練 色乳の作鴎　縦μ(M.康/乖・ の明皮 ずの仄£。ラヅペぷ帽乱 縦βo^・り ぐ`

即の^ 色色紙 £登間 か，ずっありて貼付し，色紙 め才知りOTK    如方の肌色々系£｝,丿枚用
息 して貼付･I μ. 今 £失験 ＼'祗̂ 口rarし色々累n ， バYK息して貼付･I μ. 今国聚楸'-侭 口t'.wし色-fe 累n,  ^･^r^ ,<f叫 尺，μ 防゙ ，/,り 冰 のアlにﾌ･

でみう・ り 気脈 のわ 友　対に現象,の心理存芙験･l 視感勁敵7 ，t し 大験 の贋泉V む心 と

に 。芦験卜 勢郊 に 唇 生a 砂糸で■ある，軋吹･凋 いリ メ ーヅ 用誄 四 万 參肩 対とし
7 段備 評筒浪 で評史 勧? な ，/"こ̂， その哲走粘 果,の慣斯卜 参プ い て分数 分杵 訓n'a い ，戸分

散 比ボJ  ろ^  -ftﾀ奉詞 対 のイ メ ージ<n  心理 的n オ 船 生乙分裡I  に

緯 系　 青 色 の明度 左佩　 ぺ か と リ ミので/ 肌＆ 色調 との対μン) 即 和i と."の`cf  う 力` と考

七 た（ 赫 莱n 氷 め^  う で`あ う。形 奉詞対 の秀 い ヽ一芙l く に ヽas-  μ の有も 水冷 ッ3､ サ

晴 い 一明 るい が` /ｱ,β ，地 喋り 一家手り/々μ,    あ っこきりI  μ －く どい ＼l//ツ? とrj  -,て男島奉

があリ，7 ラ-y ッ ク なーモ 尹 ン 乳 平 凡な 一個性的 いl 南島 の東 ダ認 めら れ な-0` う に

い^  うド, 有 色。明皮 の良 のあ る 色紙 と肌 色とめ 則 系ほ ，美 しい ，明る い め数 隻 む啼* ヽ

フμ。


